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日
本
の
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
記
録
を
更
新

し
続
け
て
い
る
。
厚
生
労

働
省
に
よ
れ
ば
、
２
０
２
２

年
に
生
ま
れ
た
日
本
人
の

子
ど
も
の
数
（
出
生
数
）
は

77
万
７
４
７
人
。
ま
た
、
１

人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む
見

込
み
の
子
ど
も
の
数
を
示
す

合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
26
。

い
ず
れ
も
「
７
年
連
続
」
で
、

過
去
最
少
・
過
去
最
低
の
水

準
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

　
夫
婦
の
年
齢
と
出
産
の
関

係
は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
同

年
の
平
均
初
婚
年
齢
は
、
夫

が
31・０
歳
、
妻
が
29・５
歳
。

１
９
８
５
年
と
比
べ
る
と
、
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を
巡
る

大井川鐵道で「線路
ハイキング」が催され
ました。真っ暗なトン
ネル内では、普段は
絶対に歩けない鉄路
を楽しみつつも、出
口へと急ぐ参加者の
姿が見られました。

− 不妊・不妊症 −
 [  funin・funinsho ]

⽣殖年齢の男⼥が、避妊せ
ずに定期的に性⽣活を送っ
ているにも関わらず、一定
期間（1年が一般的）妊娠
しない状態を「不妊」と考え
る。また、1 年という期間を
満たしていなくても妊娠で
きない原因があり、それに
対する治療が必要な場合は

「不妊症」と診断される。
定義：日本産科婦人科学会

出生時の平均年齢

厚生労働省「令和4年人口動態統計」

30.9歳
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不妊治療を始めたら、職場に理解はあるかな？

仕事の合間に、検査を受けようと思うけど？

きっかけゼロで、婦人科に行きづらくない？

不妊治療で、体調とか悪くなったりするの？

不妊治療のイメージがイマイチ…薬と注射？

不妊の原因が男性にもあるとか、ないとか？

検査結果が悪かったら、妻にどう伝えよう？

男性不妊の治療も、保険適用になってるの？

妻

妻

妻

妻

夫

夫

夫

夫

4.4組に1組4.4組に1組

夫
は
2.8
歳
、
妻
は
4.0
歳
上

昇
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
１

子
出
生
時
の
母
親
の
平
均
年

齢
は
30・９
歳
。
こ
ち
ら
は
4.2

歳
の
上
昇
だ
。
男
性
も
女
性

も
、
35
歳
を
過
ぎ
る
と
妊
娠

率
が
低
下
す
る（
35
歳
の
壁
）

と
い
わ
れ
る
中
で
、
晩
婚
化

や
晩
産
化
は
、
未
婚
化
な
ど

と
と
も
に
少
子
化
の
原
因
に

も
な
っ
て
い
る
。

　
子
ど
も
が
生
ま
れ
な
い
一

方
で
、
３
組
に
１
組
以
上
の

夫
婦
が
不
妊
を
心
配
し
た
り

悩
ん
だ
り
し
た
こ
と
が
あ
る

と
い
う
。
そ
し
て
、
4.4
組
に

１
組
の
夫
婦
が
、
実
際
に
不

妊
の
検
査
や
治
療
を
受
け
て

い
る
。
少
子
だ
け
で
な
く
不

妊
も
、
も
は
や
特
別
な
こ
と

で
は
な
く
、
ご
く
身
近
に
あ

る
問
題
な
の
だ
。

　
も
し
も
夫
婦
が
産
む
選
択

を
し
て
も
、
妊
娠
に
壁
が
立

ち
は
だ
か
れ
ば「
不
妊
治
療
」

の
当
事
者
と
な
る
。
昨
年
４

月
、
不
妊
治
療
は
保
険
適
用

と
な
っ
た
。
病
気
や
介
護
と

同
様
に
、
国
民
全
体
で
負
担

し
支
え
る
社
会
課
題
と
な
っ

た
の
だ
。
し
か
し
一
方
で
、

当
事
者
以
外
が
不
妊
の
原
因

や
治
療
に
つ
い
て
知
る
機
会

は
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。

不妊治療
診察を受けたことがある夫婦

国立社会保障・人口問題研究所
「2021年出生動向基本調査」

うれう - Ureu
誰もが想定外の不妊憂う
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14人に1人14人に1人
　

卵
子
を
体
外
に
取
り
出

し
、
体
外
で
精
子
と
受
精
さ

せ
る
方
法
を
総
じ
て
、
生
殖

補
助
医
療
技
術（
Ａア

ー

ト
Ｒ
Ｔ
）と

呼
ぶ
。
２
０
２
０
年
に
は
、

Ａ
Ｒ
Ｔ
に
よ
り
６
万
３
８
１

人
が
誕
生
。
こ
れ
は
、
同
年

の
全
出
生
児
84
万
８
３
５
人

の
7.2
％
に
当
た
り
、
お
よ
そ

14
人
に
１
人
の
割
合
と
な

る
。
日
本
初
の
体
外
受
精
児

が
誕
生
し
た
１
９
８
３
年
以

降
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
で
の
出
生
数
は
、

累
計
で
84
万
人
を
超
え
る
。

　

昨
年
３
月
ま
で
は
、
不
妊

原
因
の
検
査
と
原
因
疾
患
へ

の
治
療
の
み
に
保
険
が
適
用

さ
れ
て
い
た
が
、
原
因
究
明

は
簡
単
で
は
な
い
。
そ
こ
で

島
田
市
で
は
、
先
進
的
に
一

般
・
特
定
不
妊
治
療
へ
の
助

成
を
行
っ
て
き
た
。

　

今
回
、
不
妊
治
療
の
保
険

適
用
範
囲
が
拡
大
し
た
こ
と

は
、
生
殖
補
助
医
療
技
術
の

さ
ら
な
る
一
般
化
に
寄
与
す

る
だ
ろ
う
。
そ
の
反
面
、
治

療
内
容
や
当
事
者
の
苦
労
・

苦
痛
に
対
す
る
社
会
の
理
解

は
、
追
い
付
い
て
い
な
い
の

が
現
状
だ
。
生
き
づ
ら
さ
は
、

「
産
む
」
選
択
を
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇

さ
せ
か

ね
な
い
。

【令和4年4月から新たに保険適用となった不妊治療】

一般不妊治療
タイミング法 排卵のタイミングに合わせて性交を行うよう指導する。

人工授精 精液を注入器で直接子宮に注入し、妊娠を図る技術。主に、夫側の精液の
異常や性交障害などの場合に用いられる。比較的安価。

生殖補助医療
令和４年３月まで
は助成の対象。
助成金事業では
「特定不妊治療」
の名称を使用。

体外受精 精子と卵子を採取した上で体外で受精させ（シャーレ上
での受精促進など）、子宮に戻し妊娠を図る技術。

胚移植の段階
で、以下に分類
・新鮮胚移植
・凍結胚移植顕微授精 体外受精のうち、卵子に注射針等で精子を注入するなど、

人工的な方法で受精させる技術。

男性不妊の手術 射精が困難な場合など、手術用顕微鏡を用いて精巣内より精子を回収する
技術等。顕微授精につながる。

厚生労働省「令和４年度診療報酬改定の概要」
【体外受精・顕微授精の要件】

年齢制限 回数制限
治療開始時において
女性の年齢が43歳未
満であること

初めての治療開始時点の女性の年齢 回数の上限
40 歳未満 通算6回まで（1子ごとに）

40 歳以上 43 歳未満 通算3回まで（1子ごとに）

生殖補助医療で
生まれた子ども

生殖補助医療による出生児数：日本
産科婦人科学会「ARTデータブック
(2020年 )」

全出生児数：厚生労働省「令和2年
(2020年 )人口動態統計（確定値）」

   Shim
ada

42023-11　



30代／妻

村
む ら か み

上 絵
え り な

莉奈さん

（治療歴6年）

40代／夫

村
む ら か み

上 健
け ん じ

二さん

（不妊原因なし）

婦人科を受診するまでの背景は？
　10代から月経不順だったと思います。20歳の時
に治療を始めたものの、副作用が強くて中止。結
婚後の妊活を前に、受診しました。
不妊治療の経緯や内容は？
　多

た の う ほ う せ い

嚢胞性卵巣症候群（卵胞の成長が止まる病
気）による排卵障害と診断され、ホルモン治療を4
年間続けました。効果が薄かったので体外受精に
ステップアップ。胚

は い ば ん ほ う

盤胞移植法で妊娠反応が出る
も、化学（早期）流産を繰り返しました。
治療時に感じた苦労やストレスは？
　ホルモン治療は、急な受診が繰り返し必要なの
で、仕事との両立が大変。注射後は気分が悪くな
りますが、見えない（言えない）不妊は理解されず、
弱音を吐きづらくて。妊婦さんの悪

つ わ り

阻なら、周囲に
も気遣いが根付いているんですけどね。それから、
治療が長引くと、経済的にも不安が募りました。
不妊が心配な人にアドバイスするなら？
　私自身、不妊症など疑わず、欲しいタイミングで
授かれると思っていました。妊娠を望む人は、早め
の受診が絶対。婦人科に抵抗感があるのなら、子
宮がん検診などの機会に月経不順などの症状を、
医師に相談してみてはどうでしょうか。

不妊検査を受ける前の心境は？
　男性不妊のことは、何となく知っていました。もし
も、自分に原因があるという結果になったら、どう
妻に切り出そうかと考えもしましたね。
夫婦の診断後に心掛けたことは？
　治療による体調の変化は、妻を不安にしてしま
うので、通院にはできるだけ同行しました。原因が
どちら側でも、治療・妊娠・出産と、身体的な負担が
かかるのは女性。だから、私も一緒に妊活している
と実感できるくらい、支えられる場面を探しました。
情報収集など治療中に困ったことは？
　専門書やネット検索は便利です。でも情報量が
膨大で、信用性の吟味にも神経をすり減らします。
すれ違い、互いの考えが分からなくなることも。だ
からその都度、二人の気持ちを確かめ合うことが
大切。夫婦が同じ方向を向いて治療に臨めるよう、
コミュニケーションを大切にしたいですね。
男性は不妊にどう向き合うべき？
　治療を分かち合い足並みを揃えないと、妊娠が
遠ざかってしまうように感じます。男性は検査を敬
遠しがちですが、調べなければ何も分かりません。
そういう意味でも、もっと不妊と治療をオープンに
語り合える環境になればいいですね。

不妊治療中は、妊婦と同じ
くらい体調が悪化します

妊活中は、互いの気持ちを
確め合うことが大切です

「産む」を巡る「公共」
特
集

ねがう - Negau
不妊当事者への関心願う
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48%48%

24%+24%=

東邦大学医療セ
ンター大森病院
泌尿器科

男性不妊の詳しい症例
などについては、QR
からホームページで。

男
性
が
自
身
の
不
妊
症
を
疑
わ
な

い
背
景
と
は
？

　
ま
ず
は
、
社
会
的
な
認
知
度
の

低
さ
。
多
く
の
場
合
、
自
分
に
不

妊
の
原
因
が
あ
る
と
は
、
想
像
す

ら
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
も
う

一
つ
は
専
門
医
の
少
な
さ
で
す
。

日
本
生
殖
医
学
会
が
認
定
し
て
い

る
医
師
は
、
わ
ず
か
71
人
の
み
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
自
体
、
身
近
な
存
在

で
は
な
い
の
で
す
。
加
え
て
「
病

気
で
は
な
い
」と
の
肌
感
覚
か
ら
、

休
暇
を
取
っ
て
受
診
す
る
と
い
う

認
識
が
な
い
の
で
し
ょ
う
。

男
性
不
妊
の
主
な
原
因
は
？

　

約
８
割
は
造ぞ

う
せ
い精
機
能
障
害
で
、

う
ち
半
分
は
原
因
不
明
、
約
36
％

は
精
索
静
脈
瘤
で
す
。
そ
の
次
は

Ｅイ
ー
デ
ィ
ーＤ
な
ど
の
性
機
能
障
害
、
精せ

い
ろ路

通
過
障
害
と
続
き
ま
す
。

不
妊
治
療
の
進
め
方
は
？

　
精
子
の
濃
度
や
動
き
を
調
べ
る

精
液
検
査
の
他
、
触
診
や
超
音

波
、
ホ
ル
モ
ン
採
血
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
無
精
子
症
の
場
合
、
造
精

機
能
の
有
無
で
手
術
方
法
が
異
な

り
ま
す
。
閉へ

い
そ
く
せ
い

塞
性
に
は
精
巣
を
少

し
切
開
す
る
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
を
、
非
閉

塞
性
に
は
精
巣
を
大
き
く
切
開

し
て
手
術
用
顕
微
鏡
を
用
い
る

m
icro-

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
を
行
い
、
精

子
の
採
取
を
試
み
ま
す
。

『

『

男
性
は
自
身
の
身
体
に

関
心
を
持
た
な
さ
過
ぎ

早
期
治
療
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

　
外
来
診
察
で
、
多
く
の
ケ
ー
ス

に
向
き
合
っ
て
き
た
経
験
上
、
特

に
無
精
子
症
の
リ
ス
ク
は
、
結
婚

な
ど
人
生
の
岐
路
に
影
響
し
ま

す
。m

icro -

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
で
の
精

子
採
取
率
は
30
％
ほ
ど
。
決
し
て

高
く
な
い
精
度
で
す
が
、
早
く
治

療
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
れ
ば
、
確
率

が
上
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

備
え
る
べ
き
意
識
と
は
？

　
男
性
に
は
、
女
性
の
月
経
不
順

の
よ
う
な
不
妊
症
の
シ
グ
ナ
ル

は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
妊
症
の
日
本

人
男
性
７
０
０
０
人
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
16
％
が
無
精
子
症
で
し

た
。
一
定
数
で
、
子
ど
も
を
授
か

れ
な
い
人
が
い
る
の
で
す
。
若
い

頃
か
ら
身
体
に
関
心
を
持
つ
こ

と
や
、
生
殖
機
能
の
検
査
な
ど
が

常
識
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

不妊 原因
の男 女比

男性の不妊治療も、保険適用の対象範囲が広がった。これまで、助成
制度を活用しても自己負担が大きかった精巣内精子回収術（T

テ セ

ESE、
m
マ イ ク ロ

icro-TESE）や、無精子症に対する遺伝子検査なども、保険診療が可
能になった（精

せいさくじょうみゃくりゅう

索静脈瘤手術は従前から適用対象）。男性のみ
24％

男女両方
24％
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婦
人
科
を
中
心
に
行
わ
れ
て

い
る
日
本
の
不
妊
治
療
は
「
女

性
の
問
題
」
と
さ
れ
が
ち
だ
。

し
か
し
、
一
般
男
性
の
約
10
％

に
精
液
所
見
の
問
題
が
み
ら
れ

る
と
い
う
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保

健
機
関
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

不
妊
の
お
よ
そ
半
分
、
48
％
は

男
性
に
原
因
が
あ
る
。

　
加
齢
に
よ
り
、
男
女
と
も
に

妊に
ん
よ
う
せ
い

孕
性（
妊
娠
す
る
力
・
妊
娠
さ

せ
る
力
）
は
低
下
す
る
。
晩
婚

化
・
晩
産
化
に
伴
い
、
不
妊
症

の
判
明
が
遅
れ
れ
ば
、
治
療
可

能
な
期
間
も
短
く
な
る
。
男
性

が
、
妊
活
や
不
妊
治
療
の
早
期

段
階
で
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

は
、
子
ど
も
を
望
む
カ
ッ
プ
ル

に
と
っ
て
重
要
に
な
る
。

　
保
険
適
用
後
は
、
全
て
の
不

妊
治
療
に
つ
い
て
夫
婦
・
パ
ー

ト
ナ
ー
が
、
共
に
医
師
か
ら
治

療
計
画
を
受
け
同
意
す
る
こ
と

が
必
須
と
な
っ
た
。
男
性
が
、

妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
身
に
付
け
、
自
身
の
生

殖
機
能
を
過
信
す
る
こ
と
な
く

検
査
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、

医
療
と
の
接
点
が
今
ま
で
以
上

に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

16％

不妊 原因
の男 女比

WHO「不妊症原因調査（1996年）」

厚生労働省「平成27年度子ども・子
育て支援推進調査研究事業（精液
所見別患者数7,176人中1,185人）」

小
こ ば や し

林秀
ひ で ゆ き

行准教授

Hideyuki Kobayashi

男性不妊
無精子症

不明
11％

女性のみ
41％

「産む」を巡る「公共」
特
集

うたがう - Utagau
生殖機能の安全神話疑う
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野
の そ は ら

曽原誉
や す え

枝理事長

Yasue Nosohara

4人に1人

主
な
活
動
内
容
は
？

　

患
者
が
正
し
い
情
報
に
基
づ

き
、
自
ら
納
得
し
て
選
択
し
た
治

療
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
環
境

と
、
体
験
者
が
社
会
か
ら
孤
立
せ

ず
、
健
全
な
精
神
を
持
ち
続
け
ら

れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
。
そ
れ

ら
に
よ
る
社
会
貢
献
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
①
患
者
の
支
援 

②
不

妊
の
啓
発 

③
患
者
と
医
療
・
公

的
機
関
と
の
橋
渡
し 

④
意
識
と

知
識
の
向
上 

⑤
治
療
環
境
の
向

上
が
、
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

活
動
や
支
援
の
対
象
者
は
？

　
私
た
ち
は
、
現
在
・
過
去
・
未

来
の
不
妊
体
験
者
を
支
援
す
る
会

で
す
。
子
ど
も
を
望
む
も
授
か
ら

な
い（
か
も
し
れ
な
い
）こ
と
を
、

つ
ら
い
・
悲
し
い
と
思
っ
た
こ
と

が
あ
る
人
は
、
男
女
を
問
わ
ず
仲

間
だ
と
思
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

不
妊
治
療
と
仕
事
の
両
立
に
伴
う

生
き
づ
ら
さ
と
は
？

　
一
般
不
妊
治
療
も
高
度
生
殖
補

助
医
療
も
、
最
終
的
に
治
療
（
胚

移
植
な
ど
）
を
施
さ
れ
る
の
は
女

性
の
体
で
す
。
予
定
を
立
て
に
く

い
治
療
な
の
で
、
職
場
の
理
解
と

協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
支
援
制

度
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
と
は
い

え
、
従
業
員
へ
の
周
知
や
活
用
し

や
す
い
環
境
整
備
も
課
題
で
す
。

『

『

正
し
く
不
妊
を
知
れ
ば

き
っ
と
社
会
は
変
わ
る

厚生労働省「平成29年度不妊治療と仕事の両立に係る諸問題につ
いての総合的調査研究事業（仕事と不妊治療の両立状況〈治療中・
治療経験者/男女別〉）」

不妊や不妊治療に悩む人が増えていることから、労働施
策総合推進法、通称パワハラ防止法（2020年6月施行）
により、「不妊治療に対するハラスメント」防止に向けた
措置が義務化。男性労働者に対する言動も、男性不妊
治療の必要性の有無に関わらず対象になる。不妊退職

うばう - Ubau
自己実現と社会貢献奪う

   Shim
ada
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2,083損失億円2,083損失億円
　

不
妊
症
と
不
妊
治
療
へ
の

理
解
や
支
援
の
不
足
は
、
企

業
に
と
っ
て
人
材
確
保
の
面

だ
け
で
な
く
、
安
定
経
営
に

も
影
を
落
と
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
不
妊
治
療
中
ま
た

は
治
療
経
験
者
の
女
性
の

23
％
、
お
よ
そ
４
人
に
１
人

が
「
両
立
で
き
ず
仕
事
を
辞

め
た
」と
答
え
て
い
る
。

　

不
妊
当
事
者
に
よ
る
不
妊

当
事
者
の
た
め
の
自
助
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

F

フ
ァ
イ
ン

ine

は
、
治
療
の
負
担
に

は「
身
体
的
・
精
神
的
・
経
済

的
・
時
間
的
」の
４
つ
が
あ
る

と
指
摘
す
る
。
働
く
女
性
に

と
っ
て
、
体
調
の
変
化
や
周

囲
の
無
理
解
、
突
発
的
で
頻

回
な
通
院
は
、
仕
事
へ
の
影

響
が
大
き
い
。
ま
た
、
残
念

な
こ
と
に
妊
活
や
不
妊
・
不

育
治
療
を
妨
げ
尊
厳
を
傷

付
け
る
行
為（
プ
レ
・
マ
タ
ニ

テ
ィ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
を

職
場
で
受
け
、
退
職
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
人
も
い
る
。

　

同
法
人
は
、
企
業
の
不
妊

退
職
に
よ
る
経
済
損
失
を

１
３
４
５
億
円
以
上
と
試

算
。
退
職
者
と
新
採
者
の

育
成
費
用
を
合
算
す
る
と

２
０
８
３
億
円
に
の
ぼ
る
。

NPO法人Fine「2020年2月プレスリリース（試算：企業活動の
付加価値の減少と、育成と新しい人材の雇用・育成費用の合算）」

NPO法人 Fine

NPO法人Fineの活動
内容や各種アンケート
結果については、QR
からホームページで。

不
妊
退
職
の
影
響
は
？

　

治
療
と
仕
事
の
両
立
を
望
む

女
性
の
多
く
は
、
企
業
に
と
っ
て

中
堅
層
。
穴
埋
め
に
人
事
異
動
や

新
規
採
用
を
試
み
て
も
、
同
様
の

ス
キ
ル
を
蓄
積
し
た
人
材
の
確

保
は
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
書
面
上
は
「
自
己
都
合
退

職
」。
原
因
が
究
明
で
き
な
け
れ

ば
、
支
援
制
度
の
整
備
が
遅
れ
、

負
の
連
鎖
に
陥
り
ま
す
。

保
険
適
用
で
不
妊
治
療
の
裾
野

は
広
が
っ
た
？

　
経
済
的
負
担
の
軽
減
は
、
あ
る

程
度
の
受
診
の
ハ
ー
ド
ル
を
低

く
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
例
え
ば

顕
微
授
精
の
治
療
費
は
約
60
万

円
。
若
い
夫
婦
に
と
っ
て
、
３
割

負
担
で
も
18
万
円
の
支
払
い
は
、

依
然
高
額
で
す
。
さ
ら
に
、
撤
廃

さ
れ
て
い
な
い
年
齢
制
限
と
回

数
制
限
は
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の

よ
う
な
ス
ト
レ
ス
と
な
り
ま
す
。

患
者
に
優
し
い
社
会
と
は
？

　
不
妊
は
、
決
し
て
特
別
な
人
の

特
別
な
治
療
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
疾
病
名
が
付
く
こ
と
は

半
数
程
度
で
「
ど
こ
も
悪
く
な

い
」
と
の
偏
見
が
根
強
く
、
公
表

を
阻
み
ま
す
。
不
妊
を
普
通
に
話

せ
る
社
会
に
。
さ
ま
ざ
ま
な
家
族

や
幸
せ
の
形
を
認
め
合
い
、
応
援

し
合
え
る
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
当
事
者
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

と
し
て
活
動
を
続
け
ま
す
。

「産む」を巡る「公共」
特
集
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不
妊
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

を
取
り
巻
く
環
境
が
多
様
化
す
る

時
代
。
不
安
や
悩
み
も
そ
れ
ぞ
れ

で
す
。
一
つ
一
つ
の
悩
み
や
不
安

を
聴
き
な
が
ら
、
現
在
と
未
来
の

マ
マ
や
パ
パ
そ
し
て
ご
家
族
も
、

楽
し
く
前
向
き
に
な
れ
る
よ
う
、

島
田
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
「
て
く
て
く
」
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
不
妊
に
悩
む
カ
ッ
プ

ル
や
出
産
を
控
え
た
妊
婦
、
子
育

て
中
の
両
親
や
孫
育
て
中
の
祖
父

母
な
ど
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

窓
口・電
話
相
談
の
内
容

不
妊・
不
育
、
妊
娠
中
の
体
調
、

子
ど
も
に
関
す
る
心
配
ご
と
、

予
期
し
な
い
妊
娠
、「
島
田
市
不

育
症
治
療
費
助
成
事
業
」な
ど

と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

な
み
ず
き
（
１
階
）

子育て世代包括
支援センター

「てくてく」

　

不
妊
治
療
の
保
険
適
用
と

時
を
同
じ
く
し
て
、
子
宮
頸け

い

が
ん
の
予
防
接
種
が
再
開
さ

れ
た
。
し
か
し
、
発
が
ん
原

因
の
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）が
、
男
性
の

陰い
ん
け
い茎
が
ん
な
ど
に
も
関
係
し

て
い
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。

　

妊
娠
に
つ
い
て
も
、
40
歳

以
上
の
流
産
率
は
半
数
を
超

え
、
45
歳
以
上
の
自
然
妊
娠

の
確
率
が
５
％
に
満
た
な
い

こ
と
な
ど
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

に
必
要
な
知
識
が
欠
落
し
て

い
る
カ
ッ
プ
ル
も
多
い
。

　

そ
こ
で
、
将
来
の
妊
娠
・

出
産
や
加
齢
に
備
え
た
、
若

い
世
代
か
ら
の
健
康
管
理

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア
（
プ
レ
コ
ン
）」
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、

２
０
１
５
年
に
国
立
成
育
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
が
、
情
報

発
信
や
健
康
支
援
の
取
り
組

み
を
ス
タ
ー
ト
。
思
春
期
か

ら
性
成
熟
期
前
期
、
12
〜
30

歳
ま
で
の
生
殖
機
能
ケ
ア
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　

プ
レ
コ
ン
は
、
妊
娠
を
望

む
女
性
だ
け
で
な
く
、
全
て

の
世
代
に
と
っ
て
大
切
な
知

識
だ
。
自
覚
が
早
い
ほ
ど
、

健
康
寿
命
を
長
く
支
え
る
。

「てくてく」の活動内容
などについては、QR
からホームページで。

☎ 0547-
34-3285

プレコンセプションケアのプレ（pre）は「〜の前の」、
コンセプション（conception）は「受精・懐妊」で、

「妊娠前の健康管理」という意味。WHOは2012
年に「妊娠前の女性とカップルに医学的・行動学的
・社会的な保健介入を行うこと」と定義している。 プレコン

Preconception
Care

❶自分とパートナーの体と生活習慣につい
て、よく知っておく

❷健康のためにできることを、パートナーと
一緒に実践する

10代 20代 30代 40代
胃・十二指腸潰瘍 高血圧・脂質異常症 糖尿病 … 男女とも留意する病気

脳血管疾患 心筋梗塞 … より男性が留意する病気

バセドウ病 子宮頸がん 子宮筋腫 乳がん 子宮体がん 卵巣がん 女性が留意する病気…子宮内膜症

参考／国立成育医療研究センター「プレコンノート」

【ライフコース（人生の道筋）で特徴的な疾患】 【プレコンを始めるにあたってのツーステップ】

12〜30歳12〜30歳
推奨
年齢
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　本格的な治療を続けて、1 年が経ちます。人工授精
にステップアップすると、私は毎週通院し自宅で自己
注射をするなど、金銭的・身体的なハードルが上がりま
した。保険適用とはいえ、窓口での支払いが 1 万円近
い日もあります。生活費に占める割合が増え、終わりの

見えない出費は不安です。夫も、数種類の服
薬に加え、精子採取のために仕事の予定を
調整しなければなりません。日時の縛りがあ
る治療には、お互いストレスを感じます。
　そんな中、生理が来て泣く私に、夫がかけ
てくれた一言が支えになりました。「大丈夫、
僕がいるから」。二人が同じ方向を向いてい

ることが、何よりの励みです。子どもの有無に関係なく、
日常の幸せを大切に生きたいと思うようになりました。
二人三脚で不妊治療を頑張る日々は宝です。いつか、
つらかったことも笑い話になればと願っています。

　私が妊活を始めたのは29歳。自然妊娠で出産する
友人を羨

うらや
ましく感じていました。地元の産婦人科でタ

イミング法を試すも効果はなく、不妊治療専門医へ転
院を勧められた時は、自分が欠陥品に思え

落ち込みました。
　夫婦で検査を受ける

と、夫にも原
因が。精子量
が 少なく、運

動率も低い
C評価でした。夫へ
の告知は気を遣いま
したが、二人で頑張
る決心をしました。

支えは「大丈夫、僕がいるから」
二人で同じ方向へ歩める幸せ

KAZUさん（30歳）

浜松医科大学
生殖周産期医学講座

村
む ら ば や し

林奈
な お

緒
特任准教授

プ
レ
コ
ン
の
必
要
性
と
は
？

　
妊
娠
の
合
併
症
の
予
防
や
、
子

ど
も
へ
の
影
響
を
考
え
る
と
、
妊

娠
中
や
出
産
後
を
見
据
え
た
「
妊

娠
前
」、
理
想
的
に
は
生
殖
が
可

能
に
な
る
思
春
期
か
ら
、
自
分
自

身
の
体
の
ケ
ア
が
必
要
で
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー（
男
性
）と
プ
レ
コ
ン

を
意
識
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
？

　
食
生
活
や
生
活
習
慣
、
肥
満
や

痩そ
う
し
ん身
な
ど
も
、
男
性
不
妊
の
要
因

と
し
て
懸
念
さ
れ
ま
す
。
特
に
喫

煙
は
、
精
液
所
見
へ
の
影
響
が
複

数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
だ

け
で
な
く
男
性
も
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
受
診
機
会
を
作

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ブ
ラ
イ
ダ
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
も
保
険

が
適
用
さ
れ
る
の
？

　
保
険
適
用
外
の
検
査
で
す
。
自

費
診
療
で
す
が
、
例
え
取
り
越
し

苦
労
に
終
わ
っ
て
も
、
互
い
の
健

康
を
思
い
や
り
、
妊
娠
に
向
け
て

足
並
み
を
揃
え
る
き
っ
か
け
に
な

る
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
該
当

す
る
症
状
が
あ
っ
た
項
目
は
、
部

分
的
に
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

プ
レ
コ
ン
は
産
後
も
必
要
？

　

プ
レ
コ
ン
を
気
遣
う
こ
と
は
、

子
ど
も
を
授
か
り
た
い
人
に
と
っ

て
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
や
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
を
今
一
度
よ
く
考
え
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
で
も
一

方
で
、
健
や
か
で
い
る
こ
と
は
、

不
妊
も
出
産
も
年
齢
も
性
別
も
関

係
な
く
、
人
生
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）

を
高
め
ま
す
。
だ
か
ら
プ
レ
コ
ン

は
、
一
生
の
も
の
な
の
で
す
。

『

『

プ
レ
コ
ン
に
取
り
組
み

人
生
の
質
を
よ
り
高
く

不妊・不育専門
相談センター

静岡県の専門相談員
が応じます。相談会も
行います。詳細は、QR
からホームページで。

Nao Murabayashi

妊活手記
に ん か つ し ゅ き

Fertility 
Treatments

「産む」を巡る「公共」
特
集

つちかう - Tsuchikau
健康と人生設計の礎培う
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痛
み
と
向
き
合
う
責
任

　

保
険
が
適
用
さ
れ
た
今
、

不
妊
治
療
は
も
う
家
庭
で
は

な
く「
公
共
」の
課
題
だ
。
例

え
ば
、
子
ど
も
の
減
少
に
よ

り
育
児
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す

れ
ば
、
子
育
て
世
代
の
転
出

や
企
業
進
出
の
停
滞
に
ま
で

波
及
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

不
妊
の
影
響
は
、
社
会
全
体

の
自
分
事
と
い
え
る
。

　
加
え
て
、「
産
む
・
産
ま
な

い
」
こ
と
は
選
択
で
き
た
と

し
て
も
、「
産
め
る
・
産
め
な

い
」
こ
と
は
自
ら
の
意
思
を

超
え
て
い
る
。
だ
か
ら
社
会

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
痛
み
を

受
け
止
め
る
責
任
も
あ
る
。

時
代
に
合
う
環
境
設
定

　
「
当
た
り
前
」
で
は
な
い
、

妊
娠
と
出
産
。
生
殖
の
知
識

は
、
世
代
や
性
別
に
関
わ
ら

ず
、
備
え
て
お
く
べ
き
基
礎

デ
ー
タ
だ
。
人
間
の
能
力
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
生
殖

を
文
化
的
・
社
会
的
タ
ブ
ー

と
し
て
設
定
す
る
こ
と
は
、

思
考
を
フ
リ
ー
ズ
さ
せ
る
。

　
不
妊
を
話
し
合
い
労ね

ぎ
ら

い
合

う
と
い
う
価
値
観
を
持
ち
、

常
識
を
更
新
す
る
。
時
代
に

合
っ
た
個
々
の
環
境
設
定

が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。

村上夫妻と長女陽
ひ ま り

葵ちゃん
（生後9カ月・修正月齢4カ月）

たたう - Tatau
しなやかな地域社会讃う
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人生で、何らかの接点を持つ人は30,000人
うち、親しい会話ができる人は300人（男女）
総人口120,000,000人÷150人=

1/800,000人1/800,000人
夫婦になる可能性がある人と出会える確率

個
か
ら
個
へ
の
想
像
力

　
「
産
む
」
を
巡
る
物
語
は
、

十
人
十
色
。
不
妊
の
当
事
者

だ
け
で
な
く
、
特
別
養
子
縁

組
の
選
択
、
流
産
や
死
産

に
よ
る
喪
失
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

カ
ッ
プ
ル
の
願
い
な
ど
、
こ

の
ま
ち
に
も
多
様
な
想
い
が

存
在
す
る
は
ず
だ
。

　

生
ま
れ
て
き
た
誰
も
が
、

あ
り
の
ま
ま
で
満
た
さ
れ
る

べ
き
存
在
。
生
き
づ
ら
さ
に

思
い
を
馳
せ
る
「
個
か
ら
個

へ
の
想
像
力
」
が
、
地
域
の

居
心
地
を
醸
し
出
す
。
当
事

者
は
、
き
っ
と
目
の
前
に
い

る
。
課
題
へ
の
関
心
か
ら
、

可
視
化
は
始
ま
る
。

讃
え
ら
れ
る
べ
き
二
人

　
不
妊
は
、
そ
の
人
の
一
部

で
あ
っ
て
、
全
部
で
は
な

い
。
そ
し
て
妊
娠
・
出
産
が
、

全
て
の
カ
ッ
プ
ル
に
と
っ
て

の
、
唯
一
の
ゴ
ー
ル
で
は
な

い
は
ず
だ
。
二
人
が
出
会
い

結
ば
れ
る
確
率
は
、
そ
れ
だ

け
で
奇
跡
に
等
し
い
。

　
そ
れ
で
も
不
妊
と
向
き
合

う
の
な
ら
ば
、
職
場
で
、
地

域
で
、
み
ん
な
で
、
二
人
を

讃
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
ぶ
し
い
世
界
が
未
来
に
広

が
る
、「
し
な
や
か
な
」ま
ち

で
あ
る
た
め
に
も
。

出会いの確率：「一生のうち接点を持つ人数=3万人」との説を基に算出

「産む」を巡る「公共」
特
集
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